
経年変化分析調査・保護者に対する調査の概要

経年変化分析調査・保護者に対する調査の結果（概要）のポイント
令和７年７月

文部科学省・国立教育政策研究所１

平均スコアの推移（小学校）

平成28年度、令和３年度、令和６年度（PBT実施校）の結果を比較したところ、各教科において以下のようなことが観察された。ただし、
全国の本調査のスコア分布の状況に関する変化の有無は中長期的に継続して分析する必要があり、次回（令和９年度予定）以降の結果もあ
わせて引き続き分析していくこととする。

(1) 国全体のスコアの推移（基準年との比較）
・小学校国語・算数、中学校国語・英語について
は、本調査のスコアの低下が見られた。

・中学校数学については、本調査のスコアの変化
は見られなかった。
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経年変化分析調査 保護者に対する調査

調査目的 全国的な学力の状況について、経年の変化を把握・分析し、今後の教育施策の検
証・改善に役立てる。

家庭状況と学力等の関係について、経年の変化を把握・分析し、今後の教
育施策の検証・改善に役立てる。

調査実施日 令和６年５月13日(月)～６月28日(金) 左記期間に学校を通じて実施

調査対象 国・公・私立の小学校６年生、中学校３年生の児童生徒 【抽出】 本体調査及び経年変化分析調査を実施した児童生徒の保護者
調査内容 国語、算数・数学、英語（中学校のみ） 児童生徒の家庭における状況、教育に関する考え方等に関する質問調査

令和６年度全国学力・学習状況調査

PBT(※1) CBT(※2)

小学校 国語・算数 各300校（約３万人） 国語・算数 各300校（約３万人）

中学校 国語・数学・英語 各250校（約７万人） 国語・数学・英語 各250校（約７万人）
(※１) 前回までと同様の、冊子を用いた筆記形式 (※２) 児童生徒のICT端末を用いたオンライン方式

経年変化分析調査の結果2

①令和６年度調査については、前回までと同じPBTで
実施した学校の結果により比較した。

②同一内容をCBTで実施したところ、画面レイアウトや
操作等の影響が生じた問題が見られた。
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(2) 社会経済的背景（SES）とスコア
・SESが低い層の方がスコアの低下が大きい状況
が確認された（中学校英語を除く）。

令 和 ７ 年 ９ 月 ８ 日
第 ８ 回 デ ジ タ ル 学 習
基 盤 特 別 委 員 会
参 考 資 料 ３ － ２



※   内の数字は相関係数

 子供のゲーム・スマホの時間（が増加している。

保護者に対する調査の結果 -1３
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598.8 543.5 511.8 487.6 457.8 
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621.4 547.9 507.1 483.5 455.8 420.1 

550.8 531.2 516.2 495.7 477.6 
437.9 
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572.5 542.7 518.6 494.5 468.1 
425.4 

548.7 522.8 492.5 467.9 440.0 406.9 

児童生徒の学校外での過ごし方

子供の平日の勉強時間

３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない
30分以上、１時間より少ない 30分より少ない 全くしない

 学校外での勉強時間は前回調査から減少。学校外での勉強時間が長いほど、
経年変化分析調査のスコアが高い傾向。

 テレビゲームの使用時間は前回調査から増加。テレビゲームの使用時間が
長いほど、経年変化分析調査のスコアが低い傾向。

子供の１日のテレビゲームの時間
４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない
１時間以上、２時間より少ない １時間分より少ない 全くしない

小学校 中学校
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子供の１日の携帯電話・スマートフォンの時間
３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない
１時間より少ない 携帯電話やスマートフォンを持ってい

るが、普段は使っていない
携帯電話やスマートフォン
を持っていない

小学校 中学校

 スマートフォンの使用時間も前回調査から増加。スマートフォンの使用時間
が一定程度を超えると、経年変化分析調査のスコアは低下。
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小学校国語 小学校算数 中学校国語 中学校数学-0.189 -0.206 -0.142 -0.183

選択肢ごとの教科の平均スコア
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中学校英語 -0.162
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子供の学校外での平均的な過ごし方（平日）

（注）過去の保護者に対する調査結果と厳密に比較する際には、抽出対象となる母集団の違いや回収率等を考慮した分析が必要。

(注) グラフの時間は令和３・６年度「保護者に対する調査」の以下の質問の各選択肢の中央値を基に、平均値を算出。
・お子さんは、学校の授業時間以外に、普段（学校のある日）、１日当たりどのくらいの時間、勉強しますか（学習塾で勉強してい
る時間や家庭教師の先生に教わっている時間、ICT機器を活用してインターネットのコンテンツから学ぶ時間も含む）。

・お子さんは、普段（学校のある日）、１日のうち何時間程度、テレビゲーム（コンピュータゲーム・携帯式ゲーム・スマートフォ
ンなどのゲームを含む）をしていますか。

・お子さんは、普段（学校のある日）、１日のうち何時間程度、携帯電話やスマートフォンを使っていますか。

1時間9分 1時間3分

1時間25分 1時間43分

43分
1時間5分

勉強時間

テレビゲーム

スマートフォン

令和３年度 令和６年度

1時間34分 1時間23分

1時間26分 1時間48分

1時間36分
1時間56分

令和３年度 令和６年度

中学校小学校

また、SESが低いグループほど、勉強時間が短く、テレビゲーム・スマートフォンの使用時間が長い。
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37.1 58.9 25.8 53.3

37.1 41.5

R6経年・保護者
※掲載している割合を示すグラフは誤記入、無回答を除いているため、

合計しても100％に満たない場合がある。



保護者に対する調査の結果 –２３
学校外での過ごし方に影響を与えるもの

 子供と勉強の話をする保護者の割合は減少（そのような保護者の子供の方が勉強時間が長い。）。

小学校

13.8 

15.2 

26.2 

26.9 

42.3 

42.3 

15.4 

13.4 

1.7 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R6

R3

12.6 

11.3 

9.0 

8.6 

39.8 

39.4 

35.8 

37.8 

36.1 

37.7 

39.6 

39.8 

10.3 

10.6 

11.2 

10.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R6

R3

H29

H25

中学校

学校生活が楽しければ、良い成績をとることには
こだわらないと考えますか。

普段（学校のある日）、お子さんと学校の勉強
のことについて話をしていますか。

いつもしている ときどきしているよくしている
あまりしていない 全くしていない

 学校生活が楽しければ、良い成績を取ることにはこだわらない保護者の割合は増加（その
ような保護者の子供の方が勉強時間が短い。）。

あてはまる
どちらかといえば、あてはまらない

どちらかといえば、あてはまる
あてはまらない

 テレビゲーム、SNS・動画視聴の保護者の使用時間が長いと、子供の使用時間もそれぞれ長い。
 「ゲームの時間を限定している」 保護者の子供の方が、テレビゲームの時間が短い。
 「スマホルールを守るよう促す」保護者の子供の方が、SNSや動画視聴の時間が短い。

中学校

子供のSNS・動画視聴の時間
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小学校

 授業がよく分かる場合も分からない場合も、家で保護者と
勉強の話をする児童生徒の勉強時間が長い。

平日の勉強時間
２時間以上、３時間より少ない３時間以上

１時間以上、２時間より少ない 30分以上、１時間より少ない
全くしない30分より少ない

三重クロス
集計

小学校

［算数の授業よく分かる］×［勉強の話］×［平日の勉強時間］

保
護
者
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
動
画
視
聴
の
時
間

 授業が「よく分かる」と回答している児童生徒の方が勉強
時間が長く、テレビゲーム、SNS・動画等の時間が短い。

（注）過去の保護者に対する調査結果と厳密に比較する際には、抽出対象となる母集団の違いや回収率等を考慮した分析が必要。
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※中学校でも同様の傾向。 ※小学校でも同様の傾向。 

R6経年・保護者
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※中学校でも同様の傾向。 ※小学校でも同様の傾向。 
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※   内の数字は相関係数



○ 令和６年度経年変化分析調査・保護者調査の結果を活用した追加分析
• 今回の調査から明らかになった課題について、大学等の研究機関等の専門的な知見を活用し
て高度な分析を行う。分析内容は以下のとおり。

調査結果を活用した追加分析等、次回調査の検討

学習指導要領の着実な実施・改訂に向けた検討

保護者の支援

経年変化分析調査でのスコアの低下傾向について、児童生徒の状況、家庭の社会経済
的背景（SES（Socio-Economic Status））を含む家庭の状況、学校の状況の変化等か
ら要因を探る。また、広く社会変化の影響をとらえる手法について検討する。

○ 集計結果データの貸与
• 大学等の研究者による多様な学術研究の分析等を促進するため、集計結果データ等の貸与
を実施。

○ 次回令和９年度調査の設計の検討
• 令和９年度はCBT方式を基本として計画しているが、調査方式の違いによる解答への影響
（モードエフェクト）等も踏まえて、令和６年度からの経年変化を適切に分析するための
調査方式について更に検討する。

• モードエフェクトの分析等から得た知見を生かし、悉皆調査等の問題作成を進める。

○ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善
• 学習指導要領の趣旨・内容の周知・徹底のため、全国の都道府県等教育委員会の指導主事を
対象とした協議会を実施。

• 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた全国の授業づくりの好事例の収集・
分析を行い、サポートマガジン「みるみる」として公表。引き続き、事例の普及に取り組
む。

○ 学習指導の充実
• 今回明らかになった課題の解決に資するデジタル技術の活用方法について発信を実施。
• 英語において、科学的知見に基づいた実践的なオンライン研修や、英語を学ぶ動機付けの強
化等の観点から、AIを活用した英語教育の実証事業を実施。

• 小学生等に学校外での自身の興味・関心に沿った楽しく利用できる学習コンテンツについて
周知（「たのしくまなび隊」など）

○ 次期学習指導要領に向けた中央教育審議会における検討
• 経済的に困難な背景のある子供たちを含め、子供たち一人一人が必要な資質・能力を育成で
きるよう、各教科等の改善や柔軟な教育課程編成の在り方について、次期学習指導要領に向
けた検討を行う。

児童生徒の学習習慣・生活習慣の確立

○ 学習支援
• 小学生等に学校外での自身の興味・関心に沿った楽しく利用できる学習コンテンツについ
て周知（「たのしくまなび隊」など）【再掲】

• 教員OBや大学生などの地域住民の協力を得て行う、中学生・高校生等を対象とした放課
後等の学習支援活動（地域未来塾）について補助を実施。

○ テレビゲームやスマートフォンの使用
• 文部科学省情報モラルポータルサイトにおいて、児童生徒向けの情報モラルに関する動画
教材を提供するとともに、教職員等を対象としたオンライン研修会を開催。

• こども家庭庁をはじめとした関係省庁と連携し、青少年インターネット環境整備基本計画
（第6次）に基づき、利用時間に関する「親子のルールづくり」の推奨など、青少年のイ
ンターネットの適切な利用に関する教育・啓発活動等を推進。

• 児童生徒等の基本的な生活習慣（スマートフォンの使用を含む。）に関する調査研究を実
施。

○ 家庭教育の支援
• 地域の子育て経験者等により組織される「家庭教育支援チーム」の活動に対する支援を充実
させることなどにより、保護者に寄り添う家庭教育支援の推進を図る。

○ 保護者からの相談対応や支援機関への働き掛け
• 様々な課題を抱える児童生徒のニーズを把握し、支援を展開するとともに、保護者からの相
談対応や支援機関への働き掛けなどを行うスクールソーシャルワーカーの配置拡充。

○ 調査結果に関する周知・広報
• こども家庭庁と連携して、今回の経年変化分析調査・保護者に対する調査から明らかになっ
た知見を、保護者や地域で子育て支援に関わる者に対して周知。

R6経年・保護者文部科学省の主な取組一覧４

教師を取り巻く環境整備
○ きめ細かな指導体制の整備
• 中学校35人学級化（令和８年度から）や、小学校高学年及び中学年での教科担任制の拡充、
中学校生徒指導担当教師の配置拡充、貧困など個々の学校が抱える課題への対応等、学校の
指導・運営体制の充実。

○ 子供と向き合う時間の確保
• 教師が教師でなければできない仕事に集中することができるよう、学校における働き方改革
の更なる加速化や、教員業務支援員などの支援スタッフの配置充実。
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